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口頭発表(15:10-17:00) 

A 会場：東 2号館 L101 

＜セッション 1＞ 座長：溝畑 潤（関西学院大学） 

15:10-15:25 

O-1   地域在住高齢者のスマートシティーに向けた運動教室 オンデマンド型と対面を加え

たハイブリッド型の効果検証 

○ 灘本雅一、的場弘起（桃山学院教育大学)、新野弘美（帝塚山学院大学） 

 

15：25-15：40 

O-2   知的障害特別支援学校の体育授業における武道学習の考え方と進め方 

○清野 宏樹 桃山学院教育大学 

 

15：40-15：55 

O-3   慣性センサを用いた跳び箱運動の測定手法  

○村田和隆（太成学院大学） 

 

15：55-16：10 

O-4   スポーツの経験が体育授業の身体活動強度に及ぼす影響について 

○松元隆秀（桃山学院大学スポーツ教育センター） 

 

＜セッション 2＞ 座長：陳 洋明（国士舘大学） 

16：15-16：30 

O-5   スレッドを使用した高強度レッグドライブトレーニングが短距離スプリント能力に及

ぼす効果 ―高強度スクワットトレーニングとの比較― 

〇佐名木宗貴（関西大学大学院人間健康学研究科）、石原千穂（関西大学大学院人間

健康学研究科）、谷所慶（関西大学） 

 

16：30-16：45 

O-6   『笑うスポーツ』によるスポーツの楽しさを伝える取り組み  

 ―スポーツイベントを運営する学生の成長に着目して― 

○橋本剛幸（近畿大学経営学部） 

 

16：45-17：00 

O-7   中学校保健体育科教師が抱く生徒指導観の検討 

○ 片上 健太郎（宝塚市教育委員会），山口 孝治（佛教大学） 
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P-9. 中学校保健体育科における攻守一体プレイ型（テニス）の授業実践 

－中学校入門期の生徒を対象に－  

 ○川島千鶴（ 和歌山大学） 

 

P-10. 吹きこぼれ・落ちこぼれをつくらない共生体育による児童の変化と効果 

○河彩歌（ 和歌山大学）、村瀬浩二（和歌山大学） 

 

P-11. 体育科授業におけるドローン映像の活用 

○大岡諒真(和歌山大学)、村瀬浩二(和歌山大学) 

 

P-12. 紀美野町におけるスポーツを活用した地域課題の解決に向けた取り組みの検証 

○相奈良律（公益財団法人大阪府レクリエーション協会）、横山誠（大阪国際大

学）、中野卓（Kimino Labo） 

 

P-13. コロナ禍におけるアウトドアレクリエーションの評価に関する一考察 

○横山誠（大阪国際大学） 

 

 

  















 

 



 
 
 

 

 

 











ポスター発表 

コロナ禍におけるアウトドアレクリエーションの評価に関する一考察 

○横山誠（大阪国際大学） 
  
キーワード：アウトドアレクリエーション、評価、大学生  
 

目的 
長引くコロナ禍において、行動制限や自

粛によるストレス、運動不足を解消する観
点などから自然の中での活動や自然を感じ
るような楽しみ方に注目が集まっている。   
国内外では、コロナ禍におけるアウトド

アレクリエーション（以下、OR とする）
の効果等に関する研究も報告され、こうし
た活動が人や社会に有益であることが改め
て証明されている。 
本研究の目的は、コロナ禍における大学

生のORに対する評価を明らかにし、アフ
ターコロナを見据えた OR の今日的な意義
について再検討することである。 
方 法 
本研究の調査対象者は大学生とし、OR

の評価に関する項目などGoogle Formsを
用いたWeb調査を行った。調査期間は
2022年 12 月 14日から 2023 年 1月 23日
で有効回答数は 274 であった。 
本研究の手順として、まず OR に関する

評価項目の検討の為、野外教育、社会教
育、スポーツマネジメント、レクリエーシ
ョン、観光学、社会心理学、スポーツ医学
などを専門とする共同研究者らで協議を行
った。また、社会人として大学院後期課程
に在籍し、大学生の動機づけ調整方略の評
価尺度開発やレジャー参加動機尺度の検証
などの研究に取り組む研究者からも助言を
得るなどしてORを評価する 37 項目の質
問を作成した。そして「1.全く重要でな

い」から「7.非常に重要」の 7 段階リッカ
ート尺度を用いて回答を求め、探索的因子
分析により因子の抽出を行った。抽出され
た因子については、クロンバックのα係
数を用いて信頼性の検証を行った。統計処
理は、IBM SPSS Statistics28を使用し、有
意水準は 5%に設定した。 
結果 
分析では、探索的因子分析（最尤法、プロ

マックス回転）を用いた。因子数を 4と設定
し、因子負荷量が.40 以上を分析の対象とし
因子分析を繰り返した。その結果、3項目が
削除された。 
 抽出された因子の構成として、第 1因子は
12 項目（因子寄与率：10.43、α=.908）、第 2
因子は 11 項目（因子寄与率：12.78、
α=.950）、第 3 因子は 9項目（因子寄与率：
9.96、α=.892）、第 4 因子は（因子寄与率：
5.04、α=.910）であった。因子名はそれぞ
れ、「地域・ベネフィット」、「心理的効果」、
「マネジメント」、「非日常」と命名した。 
本研究では大学生のみを対象としたが、今

後はOR実践者を対象とした同様の分析や、
大学生と実践者の比較等を行う予定である。 

 
付記：本研究は、令和 4年度大阪国際大学特
別研究に採択された「アウトドアレクリエー
ションにおける評価尺度の作成と効果の検証
～今日的意義の再検討～（共同研究者：相奈
良律、青木康太朗、加藤淳一、新村由恵、高
山昌子）」の成果の一部である。 
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